
資料１－１

再生土に係る検査結果等に関する科学的評価について

Ⅰ 検証結果

(1) 土壌、水質の検査方法

・ 法令、ＪＩＳ等に定められた方法により実施されており、妥当である。

(2) 土壌の検査結果

・ 京都府、城陽市の行った合計38検体全てについて、有害物質は基準以下であり、

有害物質による生活環境保全上の支障があるとは認められない。

(3) 調整池の水質検査結果

・ 城陽市の行った５検体すべてについて、有害物質は基準以下であり、ｐＨは、

ほぼ中性である。

・ 京都府が行った検査も同様の結果であり、再生土のｐＨの影響は認められない。

・ 再生土が周辺環境に影響を与えていないか確認するため、再生土搬入場所直近

の調整池の水質のｐＨを定期的に測定することが望ましいと考える。

(4) 土質の検査結果

・ 再生土の土質は、かなり強度が上がっており、地盤工学的に問題はない。

・ 雨水等によりぬかるむことがあり得るので、再生土が表面に出ないよう覆土す

ることは有効である。

Ⅱ 検査の概要

別紙のとおり。



検 査 の 概 要

項 目 土壌調査（京都府実施分） 土壌調査（城陽市実施分） 調整池水質検査結果

検 査 の目 的 有害な産業廃棄物に該当するか否かを 再生土が周辺環境に影響を与えるおそ 再生土が周辺調整池の水質に影響

確認 れがあるか否かを確認 を与えているか否かを確認

検体採取方法 直接掘削で７検体を採取 直接掘削で21検体を採取 再生土が搬入された場所の直近の

ボーリング調査で10検体を採取 調整池５か所で採水

検体採取時期 平成17年11月 直接掘削：平成17年６月～18年11月 平成18年９月

ボーリング調査：平成18年11月

検 査 項 目 有害な産業廃棄物の判定基準に定める 土壌環境基準に定める26項目及びｐＨ 有害物質に係る水質環境基準に定

24項目 める26項目及びｐＨ

土壌環境基準が定められているふっ

素、ほう素及びｐＨ

検 査 方 法 産業廃棄物に含まれる金属等の検定方 土壌環境基準に定める方法 水質環境基準に定める方法

法

ＪＩＳ Ｋ 0102

検 査 結 果 有害物質：すべて基準以下 有害物質：すべて基準以下 有害物質：すべて基準以下

ｐＨ：11.0～12.0 ｐＨ：9.7～11.9 ｐＨ：6.7～7.7（平成19年4,5月

の検査では、6.5～7.7）



土 壌 検 査 結 果 の ま と め

事 業 所 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

検体番号 DK DJ DJ DJ DJ DJ DK DK DJ DJ DJ DJ DJ DJ DJ DJ DJ DJ DK DK DJ DJ DJ DJ DJ DK DJ DJ DJ DJ DJ DK DJ DJ DJ DJ DJ DJ

１ １ ６ 11 12 22 ２ ３ ２ ７ 13 14 23 24 25 26 27 28 ４ ５ ３ ８ 15 16 29 ６ ４ ９ 17 18 30 ７ ５ 10 19 20 21 31

実施主体 府 市 市 市 市 市 府 府 市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 府 府 市 市 市 市 市 府 市 市 市 市 市 府 市 市 市 市 市 市

採取年月日 17 17 17 18 18 18 17 17 17 17 18 18 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17 18 18 18 17 17 17 18 18 18 17 17 17 18 18 18 18
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
11 9 10 11 11 11 11 11 6 10 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 6 10 11 11 11 11 9 10 11 11 11 11 6 10 11 11 11 11
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
10 6 4 16 16 18 15 15 13 4 13 14 15 16 15 17 16 17 15 15 13 4 15 15 20 15 13 4 14 14 17 16 13 4 22 22 22 21

アルキル水銀化合物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総水銀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カドミウム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鉛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

有機燐化合物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

六価クロム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砒素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全シアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＰＣＢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トリクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テトラクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジクロロメタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四塩化炭素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1,2-ジクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1,1-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シス-1,2-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1,1,1-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1,1,2-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1,3-ジクロロプロペン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チウラム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シマジン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チオベンカルブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ベンゼン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ふっ素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ほう素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｐＨ 11 11 11 11 12 11 10 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10 9 10 11 11 11 11 11
・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・
7 7 9 8 0 4 9 0 2 4 1 4 3 6 4 7 5 3 7 0 5 7 8 7 6 2 7 3

注）「○」は基準以下、「ー」は測定未実施

３



土質検査結果について

事業所名 コーン指数(kN/㎡) 一軸圧縮強度(kN/㎡)

Ａ ＤＫ１ ２，５９０以上 １５７

Ｂ ＤＫ２ ２，５１０以上 １３２

ＤＫ３ ２，５１０以上 １３８

Ｃ ＤＫ４ ４３４ ４９

ＤＫ５ １，８３０ ８２

Ｄ ＤＫ６ ５５７ ６０

Ｅ ＤＫ７ ３７ ９
付近

ＤＫ７ ２，０００ ９４

(参考基準:建設廃棄物処理指針

（平成13年6月環境省）) 概ね２００以下 概ね５０以下

注１）コーン指数は、粘性土の強度の測定に用いられる数値で、数値が低い程強度が

なく泥状に近い。

注２）一軸圧縮強度は、地盤の強度（地盤が支持できる最大荷重のこと）で、低いほ

ど安定した地盤ができにくい。

注３）Ｅのコーン指数３７、一軸圧縮強度９については、調整池近くからのサンプリ

ングで、水分が抜けていないものと推認された。

４



Ⅱ 現 地調査等に基づく暫定措置の提言

再生土は高アルカリを示しており、再生土中を浸透した雨水が高アルカリとな

り、自然由来の上壌中のヒ素、水銀が溶出しやすくなる可能性も否定できない。

現地調査 (4/25)を 行った際、再生上が搬入された 6か 所のうち 1か 所に

ついては、再生上の上を覆っている残土の薄い部分が一部みられた。

再生上の下にはシル ト層があり、地下水への浸透は極めて少ないと考えられる

ので、直ちに問題はないが、念のため、暫定的な雨水浸透防止対策 (ビニールシ
ー ト掛け、覆土等)を 実施する必要があると判断し、梅雨時前に対応を講ずるよ

う提言を行った。

再生土搬入場所のイメージ図

地下水層

5

ンフレト層 (不透水性層)




